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適
塾
記
念
会
は
緒
方
洪
庵
・
適
塾
お
よ
び
そ
の
関

係
者
の
業
績
を
顕
彰
し
、
大
阪
の
学
問
・
文
化
の
伝

統
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
9
5
2
年
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
適
塾
建
物
や
適
塾
関
係
資
料

等
の
文
化
財
保
護
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

適
塾
記
念
会
に
入
会
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
村
益
次
郎
は
近
代
的
兵
制
の
確
立
を
推
進
し
た
兵
学
家
、伊
藤

慎
蔵
は
緒
方
洪
庵
の
子
息
も
教
え
を
請
う
た
蘭
学
者
、箕
作
秋
坪
は

洪
庵
の『
扶
氏
経
験
遺
訓
』刊
行
に
尽
力
し
ま
し
た
。三
者
三
様
の
活

躍
で
す
が
、教
育
者
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
し
た
。本
展
で
は
、師
友

等
と
の
交
流
と
と
も
に
、彼
ら
の
教
育
事
績
を
紹
介
し
ま
し
た
。

関
谷
毅「
知
を
ひ
ら
き
、ま
ち
と
世
界
を
つ
な
ぐ

：
緒
方
洪
庵
の
志
を
継
ぐ
未
来
型
イ
ン
フ
ラ
と

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
」

※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信 

　

https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=LC
S2dO

esbQ
A

　
2
0
1
1
年
、
大
阪
大
学
創
立
80
周
年
を
機
に
適

塾
記
念
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
適
塾
運
営
・

大
阪
学
・
オ
ラ
ン
ダ
学
の
三
部
門
を
擁
し
、
適
塾
建
物

お
よ
び
歴
史
資
料
の
維
持
管
理
、
近
世
以
降
の
大
阪
の
学
問
・
文
化
や
日
蘭
関
係

史
の
研
究
を
行
う
ほ
か
、
阪
大
の
源
流
の
一
つ
で
あ
る
適
塾
を
顕
彰
す
る
た
め
、
見

学
会
・
展
覧
会
・
講
演
会
等
の
様
々
な
社
会
教
育
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

適
塾
記
念
会 

入
会
の
ス
ヽ
メ

◎
適
塾
特
別
展
示「
シ
リ
ー
ズ
生
誕
2
0
0
年
記
念
〜
そ
の
肆

　
大
村
益
次
郎
・
伊
藤
慎
蔵
・
箕
作
秋
坪
」（
於 

適
塾
・
5
／
27
〜
6
／
8
）

https://www.tekijuku.osaka-u.ac.jp

※
詳
細
に
つ
い
て
は
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
普
通
会
員
　
年
間
1
口
　
　
2,
0
0
0
円

　
　
　
　
　
賛
助
会
員
　
年
間
1
口
　
1
0,
0
0
0
円

い
ず
れ
も
複
数
口
で
の
申
し
込
み
可
。

申
込
＝「
大
阪
大
学
知
の
広
場
」

　
　
　
要
ユ
ー
ザ
ー
登
録
。（
左
記
U
R
L
・
Q
R
コ
ー
ド
）。

　
　
　https://open-univ.osaka-u.ac.jp/tekijuku/

会
費会

員
特
典

◎
洪
庵
忌
―
適
塾
の
夕
べ
―

　（
於 

適
塾
・
6
／
2
）

◎
適
塾
講
座「
近
世
の
大
阪
に
お
け
る
商
家
・
商

　
取
引
・
金
融
」（
於 

中
之
島
セ
ン
タ
ー
）

【
令
和
七
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
】

2026年５月    日発行

高
木
久
史（
大
経
大
）「
日
本
最
初
期
の
紙
幣
、大
坂
に
あ
ら
わ
る
」

（
10
／
10
）

高
槻
泰
郎（
神
大
）「
江
戸
時
代
大

坂
の
富
―
大
名
と
商
家
の
関
係
に

着
目
し
て
―
」（
10
／
21
）

鈴
木
敦
子（
経
）「
三
木
佐
助
の
回

顧
談
か
ら
振
り
か
え
る
近
世
日
本

の
東
西
交
易
」（
10
／
29
）

特
典
①
　

適
塾
の
参
観
料
が
い
つ
で
も
無
料
に
！

特
典
②
　

適
塾
見
学
会（
年
2
回
、前
ペ
ー
ジ
参
照
）の
無
料
参
加
が

可
能
に
！

特
典
③
　

会
誌『
適
塾
』（
年
刊
）を
無
料
で
お
届
け（
ご
希
望
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
も
）！ 

投
稿
資
格
も
あ
り
！

特
典
④
　『
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
所
蔵
　

        

適
塾
関
係
資
料
目
録
』を
希
望
者
に
無
償
頒
布
！

特
典
⑤
　

適
塾
で
販
売
す
る
図
録『
新
版 

緒
方
洪
庵
と
適
塾
』・
絵

葉
書
が
1
割
引
き
に
！

特
典
⑥
　

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
随
時
お
届
け
！

一　適塾関係資料画像データベース
　https://www.archive.tekijuku.osaka-u.ac.jp
一　公式Facebook
https://www.facebook.com/TekijukuCommemorationCenter/
一　図録『新版 緒方洪庵と適塾』 
　定価 本体 900円十税　購入は適塾窓口にて

一　適塾建物３Dモデル
　https://sketchfab.com/Tekijuku_UOsaka/models
一　学生スタッフInstagram
　https://www.instagram.com/tekijuku_and_koan/

み
つ
く
り
　
　
　
し
ゅ
う
へ
い

大阪大学
「ワニ博士」
適塾の頃
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夏
季
見
学
会

　 

大
村
益
次
郎
寓
地
址

3 　 

薩
摩
藩
蔵
屋
敷
址

　

薩
摩
藩
は
土
佐
堀
の
上
屋
敷
の
他
、
江
戸
堀
に
中
屋
敷
、
立
売
堀（
い
た
ち
ぼ
り
）に
下

屋
敷
と
三
つ
の
蔵
屋
敷
を
有
し
て
い
た
。
琉
球
国
王
が
将
軍
に
派
遣
す
る
恩
謝
使
・

慶
賀
使
は
こ
こ
へ
立
ち
寄
っ
た
。
現
在
は
三
井
倉
庫
と
な
っ
て
い
る
。

大
阪
市
西
区
土
佐
堀
2

2 　 

高
松
藩
大
坂
蔵
屋
敷
址
・
大
坂
紙
砂
糖
製
造
所
址

　

蔵
屋
敷
は
各
藩
が
年
貢
米
や
特
産
品
の
売
却
す
る
た
め
に
中
之
島
や
そ
の
周
辺
に

設
置
し
た
。
高
松
藩
は「
讃
岐
三
白
」と
呼
ば
れ
る
塩
・
綿
・
砂
糖
を
名
産
と
し
た
。

明
治
期
に
は
実
業
家
・
真
島
襄
一
郎
に
よ
っ
て
大
坂
紙
砂
糖
製
造
所
が
建
て
ら
れ
た
。

大
阪
市
北
区
中
之
島
5

1　 

長
州
藩
蔵
屋
敷
址

4　 

大
同
生
命
大
阪
本
社
ビ
ル

　

元
は
鴻
池
と
比
肩
さ
れ
る
大
坂
の
豪
商
・
加
島
屋
久
右
衛
門

の
邸
宅
。
分
家
に
嫁
い
だ
広
岡
浅
子
は
潤
野
炭
鉱
や
真
宗
生
命

（
現
・
大
同
生
命
）の
経
営
に
よ
り
、

明
治
維
新
後
の
危
機
か
ら
再
建
し

た
。ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
の
大
同
生
命

本
社
ビ
ル
を
復
元
再
生
し
た
メ
モ

リ
ア
ル
ホ
ー
ル
が
あ
る
。

大
阪
市
西
区
江
戸
堀
1

5

　 

商
船
三
井
築
港
ビ
ル
・
天
満
屋
ビ
ル

　

商
船
三
井
築
港
ビ
ル
は
昭
和
８
年（
1
9
3
3
）、
天
満
屋

ビ
ル
は
同
10
年
に
竣
工
。
二
つ
の
隣
り
合
う
レ
ト
ロ
な
近
代

建
築
は
、
築
港
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
空
襲
や
室
戸

台
風
・
ジ
ェ
ー
ン
台
風
を
く
ぐ
り
抜
け
た
。
ジ
ェ
ー
ン
台
風

後
の
か
さ
上
げ
工
事
で
、
い
ず
れ
も
2
階
が
入
口
と
な
っ
た
。

大
阪
市
港
区
海
岸
通
1

4 　 

住
友
桟
橋

　

明
治
30
年（
1
8
9
7
）、
大
阪
港
築
港
工
事
が
起

工
し
た
。
し
か
し
財
政
難
で
た
び
た
び
難
航
、
大
正

５
年（
1
9
1
6
）に
中
止
と
な
っ
た
。
同
15
年
、
住
友

友
純（
と
も
い
と
）は
築
港
南
岸
地
区
に
桟
橋
を
建
設
し
、

大
阪
市
に
寄
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
大
阪
港
で
本
格

的
な
在
来
船
荷
役
が
可
能
に
な
っ
た
。

大
阪
市
港
区
築
港
1

3 　 

天
保
山

　

天
保
２
年（
1
8
3
1
）、
天
保
の
大
浚（
お
お
さ
ら
え
）で
浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）し
た
土
砂
に

よ
り
安
治
川
口
に
築
か
れ
た
目
印
山
に
由
来
す
る
、
標
高
4.5
m
の
日
本
で
二
番
目

に
低
い
山
。嘉
永
７
年（
1
8
5
0
）、ロ
シ
ア
船
デ
ィ
ア
ナ
号
が
天
保
山
沖
に
停
泊
、

大
坂
町
奉
行
所
の
要
請
で
適
塾
か
ら
伊
藤
慎
蔵
・
栗
原
唯
一
が
通
訳
を
務
め
た
。

大
阪
市
港
区
築
港
3

1　 

中
央
突
堤

明
治
36
年（
1
9
0
3
）に
完
成
し
た
築
港
大
桟
橋
は
東
洋
一
の

規
模
を
誇
っ
た
が
、
背
後
に
空
間
な
く
一
般
利
用
は
伸
び
ず
、

軍
事
利
用
さ
れ
た
。
昭
和
９
年（
1
9
3
4
）の
室
戸
台
風
で

切
断
さ
れ
、
10
年
後
に
中
央
突
堤
と
し
て
復
興
し
た
が
、
戦

中
戦
後
は
空
襲
や
頻
発
し
た
地
震
・
台
風
の
被
害
を
受
け
た
。

大
阪
市
港
区
海
岸
通
1

5 　 

港
住
吉
神
社

　

天
保
13
年（
1
8
4
2
）、
天
保
山
に
航
海
神
の
住
吉

大
社
を
勧
請（
か
ん
じ
ょ
う
）し
た
。
二
度
の
移
転
を
経
て
大

正
６
年（
1
9
1
7
）に
現
在
地
に
移
っ
た
。
日
露
戦
争

記
念
で
奉
納
さ
れ
た
軍
艦
の
砲
弾
と
軍
馬
の
銅
像
は

金
属
供
出
さ
れ
、
台
座
だ
け
が
残
る
。
ま
た
社
殿
は

空
襲
で
焼
失
、
昭
和
36
年（
1
9
6
1
）に
復
旧
し
た
。

大
阪
市
港
区
築
港
1

2

と
て
も
良
か
っ
た
。

米
の
こ
と
に
つ
い
て
も

勉
強
に
な
っ
た
。

参
加
者
の

声

参
加
者
の

声

天
保
山
は
海
遊
館
し
か
知

ら
な
か
っ
た
が
、開
港
の
歴

史
を
学
べ
て
楽
し
か
っ
た
。

秋
季
見
学
会
　「
天
保
山
と
大
阪
港
」

　
適
塾
見
学
会
は
毎
年
夏
季
・
秋
季
、適
塾
記
念
会
会
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
参
加
出
来
な
か
っ
た
会
員
お
よ
び
非
会
員
の
方
々
に
も
自
由
に
散
策
で
き
る
よ
う

見
学
会
道
程
の
概
略
を
再
現
し
ま
し
た
。

　

弘
化
3
年（
1
8
4
6
）、
当
時
は

村
田
良
庵
を
名
乗
っ
て
い
た
大
村
益

次
郎
が
適
塾
に
入
門
し
た
。
嘉
永

2
年（
1
8
4
9
）か
ら
倉
敷
屋
作

衛
門
の
座
敷
に
住
み
な
が
ら
適
塾
に

通
い
、
塾
頭
と
な
っ
て
翌
年
に
退
塾

し
た
。

大
阪
市
西
区
江
戸
堀
2

　

長
州
藩
の
蔵
屋
敷
。
文
久
3
年

（
1
8
6
3
）、
会
津
・
薩
摩
の
公
武
合
体
派

が
尊
攘
派
を
京
都
か
ら
追
放
す
る
八
月
十

八
日
の
政
変
が
生
じ
、
長
州
藩
兵
と
三
条

実
美（
さ
ね
と
み
）等
は
長
州
へ
下
っ
た
際（
七

卿
落
ち
）、
こ
こ
に
滞
在
し
た
。

大
阪
市
西
区
土
佐
堀
1

生
没　

文
政
10
年
〜
明
治
13
年（
1
8
2
7
〜
8
0
）

出
身　

伊
予
国
喜
多
郡
大
洲
中
村（
愛
媛
県
大
洲
市
中
村
）

業
績　
『
北
役
紀
行
』（
1
8
5
4
））、『
鉄
炉
略
説
』（
1
8
5
6
）、

　
　
　

箱
館
五
稜
郭
設
計

武
田 

斐
三
郎（
成
章
）

　

大
洲
藩
士
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
私
塾
・
古
学
堂
や
藩
校
・

明
倫
堂
で
学
ん
だ
。
弘
化
５
年（
1
8
4
8
）に
適
塾
に
入
門
、
そ
の

後
は
江
戸
で
伊
東
玄
朴
・
佐
久
間
象
山
・
箕
作
阮
甫
に
蘭
学
を

学
ん
だ
。

　

嘉
永
６
年（
1
8
5
3
）か
ら
幕
府
に
出
仕
、
安
政
元
年（
1
8
5
4
）

か
ら
蝦
夷
地（
北
海
道
）に
赴
任
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
や
ロ
シ
ア

の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
の
応
接
に
、
通
訳
と
し
て
立
ち
会
っ
た
。
ま
た
古

武
井
溶
鉱
炉
の
建
設
、
国
産
初
の
ス
ト
ー
ブ
製
造
、
弁
天
岬
灯

台
や
洋
式
城
郭
・
箱
館
五
稜
郭
の
設
計
・
築
造
を
行
っ
た
。
箱

館
奉
行
か
ら
教
育
の一
切
を
委
ね
ら
れ
た
諸
術
調
所
で
は
、
山
尾

庸
三
・
井
上
勝
・
前
島
密
等
、
明
治
政
府
で
活
躍
す
る
人
材
を

教
え
た
。
安
政
６
年
に
は
航
海
学
を
学
ぶ
門
生
を
率
い
、
日
本
初

の
洋
式
船「
箱
館
丸
」で
日
本
一周
の
実
習
を
行
っ
た
。

　

元
治
元
年（
1
8
6
4
）、
江
戸
に
帰
り
開
成
所（
の
ち
の
東
京
大

学
）教
授
と
な
り
、
兵
学
を
教
え
た
。
慶
応
３
年
に
は
砲
兵
頭
と

し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
Ⅲ
世
か
ら
将
軍
慶
喜
に
贈
ら
れ
た
大
砲
の
国
産

化
に
成
功
し
た
。
明
治
４
年（
1
8
7
1
）、
明
治
政
府
か
ら
兵
部
省

出
仕
を
命
じ
ら
れ
、陸
軍
士
官
学
校
教
授
、陸
軍
兵
学
寮
教
授
、

陸
軍
幼
年
学
校
校
長
を
歴
任
し
、
同
８
年
に
閑
職
と
な
っ
た
。

　

適
塾
と
は
蘭
方
医
・
緒
方
洪
庵（
1
8
1
0-

6
3
）が
天
保
９
年

（
1
8
3
8
）、
大
坂
に
開
い
た
蘭
学
塾
で
す
。
全
国
か
ら
千
名
に

も
上
る
塾
生
を
集
め
、大
村
益
次
郎
・
福
沢
諭
吉
・
長
与
専
斎
を

は
じ
め
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

北
浜
に
残
る
適
塾
建
物
は
現
存
唯
一
の
蘭
学
塾
遺
構
と
し
て
、

ま
た
近
世
大
坂
を
代
表
す
る
町
屋
建
築
と
し
て
も
貴
重
で
、昭
和

16
年（
1
9
4
1
）に
国
史
跡
、
同
39
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
同
55
年
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る

適
塾
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

其
ノ
十

其
ノ
十

大阪大学未来基金「適塾記念事業」より1口 1万円以上をご寄付ください。
後日、“一口適塾生”のご案内をいたします。https://www.miraikikin.osaka-u.ac.jp/project/tekijuku

　

幾
多
の
俊
英
を
育
て
た
洪
庵
は
、
教
育
者
の
他
に
医
者
・
蘭

医
学
研
究
者
と
し
て
の
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。洪
庵
の
一
日
は
、

昼
は
往
診
に
行
き
、
夜
中
１
時
頃
ま
で
こ
こ
で
医
学
書
の
翻
訳

に
従
事
し
ま
し
た
。
適
塾
で
の
教
育
は
自
学
自
習
が
基
本
で
、

時
た
ま
上
級
生
に
向
け
て
講
義
を
行
う
程
度
で
し
た
。

三
刀
流
！
緒
方
洪
庵

　
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』全
30
巻
は
、洪
庵
が
20
年
が
か
り
で
翻
訳
・

出
版
し
た
蘭
学
界
待
望
の
大
作
で
し
た
。
原
書
は
フ
ー
フ
ェ
ラ

ン
ト（
独
）が
50
年
に
わ
た
る
経
験
を
集
大
成
し
た
内
科
書
で
、

様
々
な
病
気
の
症
状
と
対
処
法
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
洪

庵
は
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在
も
使
用
さ
れ
る

人
体
の
器
官
や
病
気
の
名
称
を
新
た
に
創
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
近
代
医
学
の
偉
業
、
爆
誕
！

背
中
で
教
え
る
教
育
者
！

【最寄り駅】京阪淀屋橋駅・北浜駅、 
　　　　　 大阪メトロ淀屋橋駅下車 徒歩5分
【開館時間】午前10時～午後４時
【休 館 日】月曜日（国民の祝日は開館）
　　　　　 国民の祝日の翌日（土・日・祝は開館）
　　　　　 年末年始（12月28日～1月4日）
【参 観 料】一般  400円
　　　　　 高校・大学生等 200円
　　　　　 中学生以下 無料
　　　　　 ※適塾記念会会員および阪大生は無料！
　　　　　 住所：大阪市中央区北浜３丁目3－8
　　　　　 電話：06－6231－1970

適塾参観案内

荷物を預けて快適に見学できます。

蘭
学
者　

諸
術
調
所
教
授
役　

陸
軍
幼
年
学
校
校
長

　

書
斎
の
北
側
の
丸
窓
は
、
二
階
の
塾
生
大
部
屋
か
ら
見
下
ろ

せ
る
位
置
関
係
に
あ
り
ま
す
。
夜
中
ま
で
翻
訳
を
続
け
る
灯
火

は
、
塾
生
の
目
に
否
が
応
で
も
映
り
ま
す
。「
先
生
が
遅
く
ま

で
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。
未
熟
な
自
分
は
も
っ
と
頑
張
ら
ね
ば
」

と
、
塾
生
た
ち
は
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
実
際
、
夜
中
に
腹

痛
で
薬
を
探
す
う
ち
、
厳
然
と
机
に
向
か
う
洪
庵
の
姿
を
目
に

し
た
本
野
盛
亨（『
読
売
新
聞
』創
刊
）は
、
痛
み
に
耐
え
な
が
ら

勉
強
を
続
け
ま
し
た
。
跡
見
玄
山
は
自
邸
の
書
斎
に
、
同
じ
よ

う
な
丸
窓
を
し
つ
ら
え
ま
し
た
。

書
斎

教員M▶2026年の銘酒「緒方洪庵」は新展開！6月25日のイベントで全容を発表します！　　学生スタッフM▶適塾の下り階段には手すりがございます。安心してご来館ください。スタッフ一同お待ちしております！　　学生スタッフY▶適塾の急な階段にも上り慣れました。横向きがおすすめです。　　学生スタッフA▶洪庵の『扶氏医戒之略』と杉田成卿の『医戒』を読み比べると、また違った味わいがあります！

た

け

だ

 

　

あ

や

さ

ぶ

ろ

う

 
 

な

り

あ

き

求む！

“一口
適塾生

”

函館市立中央図書館蔵

「
学
術
の
成
不
成
に
準
じ

位
等
を
分
ち
候
わ
ば
、

自
然
励
み
に
も
相
成
る
べ
し
」

（「
諸
術
調
所
学
寮
御
取
開
に
付
奉
申
上
候
書
付
」1
8
5
6
）

し
ょ
じ
ゅ
つ
し
ら
べ
し
ょ 

ふ　

し　
け
い
け
ん　
い
く
ん

も
り
み
ち

み
つ
く
り　
げ
ん
ぽ

ひ
そ
か
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